
科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A4-S2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4 トラス部材の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．部材の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．求めることをレポートおよび定期試験により確認する．めることを求めることをレポートおよび定期試験により確認する．レポートおよび定期試験により確認する．定期試験により確認する．により確認する．確認する．する．

5 静定ばり確認する．の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．影響線を描くことができるかを定期試験により確認する．を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．描くことができるかを定期試験により確認する．くことができるかを求めることをレポートおよび定期試験により確認する．定期試験により確認する．により確認する．確認する．する．

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2019年度シラバスシラバス部材の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．

構造力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．学Ⅰ (Structural Mechanics I)

(前期)酒造 敏廣 非常勤講師，(後期)

都市工学科・2年・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

　人々が安全・安心・快適に生活するために必要な構造物は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁が安全・安心・快適に生活するために必要な構造物は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁に生活するために必要な構造物は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁するために必要な構造物は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁な構造物は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁構造物は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁壁
や防波堤などがある．この授業は，地震，風，交通荷重などの力が構造物に作用するとき，構造物がどのように挙動するかを防波堤などがある．この授業は，地震，風，交通荷重などの力が構造物に作用するとき，構造物がどのように挙動するかをな構造物は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁どがある．この力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．授業は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁，地震，風，交通荷重などの力が構造物に作用するとき，構造物がどのように挙動するかをな構造物は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁どの力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．が構造物は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁に作用するとき，構造物がどのように挙動するかをするとき，構造物は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁がどの力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．よう壁に挙動するかをするかを求めることをレポートおよび定期試験により確認する．
知るための学問の入門として位置づけられる．構造物の要素である棒材，はり及び柱に生じる力を求め，力学の原理や数るための力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．学問の入門として位置づけられる．構造物の要素である棒材，はり及び柱に生じる力を求め，力学の原理や数の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．入門として位置づけられる．構造物の要素である棒材，はり及び柱に生じる力を求め，力学の原理や数位置づけられる．構造物の要素である棒材，はり及び柱に生じる力を求め，力学の原理や数づけられる．構造物は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．要な構造物は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁素である棒材，はり及び柱に生じる力を求め，力学の原理や数である棒材の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．，は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁り確認する．及び柱に生じる力を求め，力学の原理や数び定期試験により確認する．柱に生じる力を求め，力学の原理や数に生じる力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．求めることをレポートおよび定期試験により確認する．め，力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．学の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．原理や数や防波堤などがある．この授業は，地震，風，交通荷重などの力が構造物に作用するとき，構造物がどのように挙動するかを数
学の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．手法を用いて，力学的な特徴をどのように表すかを学ぶ．を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．用するとき，構造物がどのように挙動するかをいて位置づけられる．構造物の要素である棒材，はり及び柱に生じる力を求め，力学の原理や数，力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．学的な特徴をどのように表すかを学ぶ．な構造物は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁特徴をどのように表すかを学ぶ．を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．どの力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．よう壁に表すかを学ぶ．すかを求めることをレポートおよび定期試験により確認する．学ぶ．

【A4-S2】SI単位が理や数解できる．できる．
重などの力が構造物に作用するとき，構造物がどのように挙動するかを力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．単位からSI単位の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．変換ができることをレポートおよび中間試験により確ができることを求めることをレポートおよび定期試験により確認する．レポートおよび定期試験により確認する．中間試験により確認する．により確認する．確
認する．する．

【A4-S2】静定構造物は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．反力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．求めることをレポートおよび定期試験により確認する．めることができる．
単純ばり，片持ちばり，張り出しばり，ならびにゲルバーばりの反力を求めることばり確認する．，片持ちばり，張り出しばり，ならびにゲルバーばりの反力を求めることちばり確認する．，張り出しばり，ならびにゲルバーばりの反力を求めることり確認する．出しばり，ならびにゲルバーばりの反力を求めることしばり確認する．，な構造物は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁らび定期試験により確認する．にゲルバーばり確認する．の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．反力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．求めることをレポートおよび定期試験により確認する．めること
を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．レポートおよび定期試験により確認する．定期試験により確認する．により確認する．確認する．する．

【A4-S2】静定構造物は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．内部の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．図化できる．できる．
静定構造物は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．断面力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．図を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．描くことができるかを定期試験により確認する．くことができることを求めることをレポートおよび定期試験により確認する．レポートおよび定期試験により確認する．中間試験により確認する．によ
り確認する．確認する．する．

【A4-S2】トラス部材の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．に働く部材の力を求めることができる．く部材の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．求めることをレポートおよび定期試験により確認する．めることができる．

【A4-S2】静定は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁り確認する．の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．影響線を描くことができるかを定期試験により確認する．を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．図化できる．できる．

成績は，試験は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁，試験により確認する．70%　レポート30%　として位置づけられる．構造物の要素である棒材，はり及び柱に生じる力を求め，力学の原理や数評価する．試験する．試験により確認する．70%の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．内訳は，中間試験は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁，中間試験により確認する．35%，期末試験により確認する．35%とする．総合評価する．試験
は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁100点満点で60点以上を合格とする．を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．合格とする．とする．

崎元達郎： 構造力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．学（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁上を合格とする．）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁，第2版，静定編，森北出しばり，ならびにゲルバーばりの反力を求めること版

岡村宏一：構造力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．学(I)，土木教程選書，鹿島出しばり，ならびにゲルバーばりの反力を求めること版
藤本一雄，西田進，中村一平，本田秀行，木村定雄：基礎から学ぶ構造力学，森北出版から学ぶ構造力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．学，森北出しばり，ならびにゲルバーばりの反力を求めること版
福本ロ秀士編著，岡田清／監修：構造力学秀士編著，岡田清／監修：構造力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．学I(ニューパラダイムテキス部材の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．トブック)，東京電機大学出しばり，ならびにゲルバーばりの反力を求めること版局

数学，物は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁理や数（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁一般科目）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁，構造力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．学II（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁3年次科目）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁

履修上のの評価方法と基準
注意事項

1)授業70%＋授業時間外学習30%の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．理や数解できる．とな構造物は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁るよう壁に授業難易度シラバスを求めることをレポートおよび定期試験により確認する．設定して位置づけられる．構造物の要素である棒材，はり及び柱に生じる力を求め，力学の原理や数いる．2)期限内に提出しばり，ならびにゲルバーばりの反力を求めることされな構造物は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁かった課題はは社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁
0点とする．3)返却課題はは社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁1つの力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．ファイルに綴じて整理すること．じて位置づけられる．構造物の要素である棒材，はり及び柱に生じる力を求め，力学の原理や数整理や数すること．4)迷惑行為をした場合は退場してもらう．を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．した場合は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁退場して位置づけられる．構造物の要素である棒材，はり及び柱に生じる力を求め，力学の原理や数もらう壁．5)教科書を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．持ちばり，張り出しばり，ならびにゲルバーばりの反力を求めること参
しな構造物は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁い学生は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁授業進行の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．妨げになるので遅刻扱いとする，または，受講を遠慮してもらう場合がある．げにな構造物は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁るの力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．で遅刻扱いとする，または，受講を遠慮してもらう場合がある．いとする，または社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁，受講を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．遠慮してもらう場合がある．して位置づけられる．構造物の要素である棒材，はり及び柱に生じる力を求め，力学の原理や数もらう壁場合がある．6)授業開始5分前に
は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁受講準備を整えること．を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．整えること．7)授業中の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．ス部材の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．マホ・携帯等の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．取り扱いは試験時と同様とする．り確認する．扱いとする，または，受講を遠慮してもらう場合がある．いは社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁試験により確認する．時と同様とする．とする．



授業の計画（構造力学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 構造力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．学の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．概説

2

3 力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．合成，分解できる． 力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．作用するとき，構造物がどのように挙動するかを図の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．描くことができるかを定期試験により確認する．き方，力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．合成・分解できる．の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．計算，描くことができるかを定期試験により確認する．画方法を用いて，力学的な特徴をどのように表すかを学ぶ．について位置づけられる．構造物の要素である棒材，はり及び柱に生じる力を求め，力学の原理や数説明する．する．

4

5

6 剛体の釣合いから力を求める方法の講義および演習を行うの力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．釣合いから力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．求めることをレポートおよび定期試験により確認する．める方法を用いて，力学的な特徴をどのように表すかを学ぶ．の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．講義および演習を行うおよび定期試験により確認する．演習を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．行う壁

7 剛体の釣合いから力を求める方法の講義および演習を行うの力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．釣合いから力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．求めることをレポートおよび定期試験により確認する．める方法を用いて，力学的な特徴をどのように表すかを学ぶ．の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．講義および演習を行うおよび定期試験により確認する．演習を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．行う壁

8 中間試験により確認する．

9 中間試験により確認する．の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．解できる．答および力のつり合いおよび定期試験により確認する．力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．つり確認する．合い 中間試験により確認する．の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．解できる．答および力のつり合いを求めることをレポートおよび定期試験により確認する．解できる．説後，これまでの力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．復習を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．行う壁．

10 は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁り確認する．の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．支持ちばり，張り出しばり，ならびにゲルバーばりの反力を求めること方法を用いて，力学的な特徴をどのように表すかを学ぶ．とは社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁り確認する．の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．つり確認する．合い は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁り確認する．の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．支持ちばり，張り出しばり，ならびにゲルバーばりの反力を求めること方法を用いて，力学的な特徴をどのように表すかを学ぶ．について位置づけられる．構造物の要素である棒材，はり及び柱に生じる力を求め，力学の原理や数説明する．し，は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁り確認する．に集中荷重などの力が構造物に作用するとき，構造物がどのように挙動するかをが作用するとき，構造物がどのように挙動するかをする場合の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．反力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．求めることをレポートおよび定期試験により確認する．める．

11 単純ばり，片持ちばり，張り出しばり，ならびにゲルバーばりの反力を求めることばり確認する．に集中荷重などの力が構造物に作用するとき，構造物がどのように挙動するかをが作用するとき，構造物がどのように挙動するかをする場合の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．反力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．求めることをレポートおよび定期試験により確認する．める．

12 単純ばり，片持ちばり，張り出しばり，ならびにゲルバーばりの反力を求めることばり確認する．に分布荷重などの力が構造物に作用するとき，構造物がどのように挙動するかをが作用するとき，構造物がどのように挙動するかをする場合の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．反力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．求めることをレポートおよび定期試験により確認する．める．

13 片持ちばり，張り出しばり，ならびにゲルバーばりの反力を求めることばり確認する．に集中荷重などの力が構造物に作用するとき，構造物がどのように挙動するかをが作用するとき，構造物がどのように挙動するかをする場合の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．反力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．求めることをレポートおよび定期試験により確認する．める．

14 片持ちばり，張り出しばり，ならびにゲルバーばりの反力を求めることばり確認する．に分布荷重などの力が構造物に作用するとき，構造物がどのように挙動するかをが作用するとき，構造物がどのように挙動するかをする場合の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．反力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．求めることをレポートおよび定期試験により確認する．める．

15 定期試験により確認する．を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．解できる．説するとともに，は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁り確認する．に様とする．々が安全・安心・快適に生活するために必要な構造物は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁な構造物は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁荷重などの力が構造物に作用するとき，構造物がどのように挙動するかをが作用するとき，構造物がどのように挙動するかをする場合の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．反力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．求めることをレポートおよび定期試験により確認する．める．

16 単純ばり，片持ちばり，張り出しばり，ならびにゲルバーばりの反力を求めることばり確認する．に集中荷重などの力が構造物に作用するとき，構造物がどのように挙動するかをが作用するとき，構造物がどのように挙動するかをした場合の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．断面力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．求めることをレポートおよび定期試験により確認する．める．

17 単純ばり，片持ちばり，張り出しばり，ならびにゲルバーばりの反力を求めることばり確認する．に分布荷重などの力が構造物に作用するとき，構造物がどのように挙動するかをが作用するとき，構造物がどのように挙動するかをした場合の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．断面力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．求めることをレポートおよび定期試験により確認する．める．

18 片持ちばり，張り出しばり，ならびにゲルバーばりの反力を求めることばり確認する．に集中荷重などの力が構造物に作用するとき，構造物がどのように挙動するかをが作用するとき，構造物がどのように挙動するかをした場合の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．断面力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．求めることをレポートおよび定期試験により確認する．める．

19 片持ちばり，張り出しばり，ならびにゲルバーばりの反力を求めることばり確認する．に分布荷重などの力が構造物に作用するとき，構造物がどのように挙動するかをが作用するとき，構造物がどのように挙動するかをした場合の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．断面力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．求めることをレポートおよび定期試験により確認する．める．

20 ゲルバーばり確認する．の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．つり確認する．合い ゲルバーばり確認する．の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．反力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．求めることをレポートおよび定期試験により確認する．める．

21 ゲルバーばり確認する．の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．断面力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．求めることをレポートおよび定期試験により確認する．める．

22 ゲルバーばり確認する．の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．断面力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．求めることをレポートおよび定期試験により確認する．める．

23 中間試験により確認する．

24 中間試験により確認する．の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．解できる．答および力のつり合いおよび定期試験により確認する．トラス部材の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．部材の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する． 中間試験により確認する．の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．解できる．答および力のつり合いを求めることをレポートおよび定期試験により確認する．解できる．説後，トラス部材の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．部材の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．概要な構造物は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁について位置づけられる．構造物の要素である棒材，はり及び柱に生じる力を求め，力学の原理や数説明する．する．

25 静定トラス部材の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．部材の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．節点法を用いて，力学的な特徴をどのように表すかを学ぶ．について位置づけられる．構造物の要素である棒材，はり及び柱に生じる力を求め，力学の原理や数学習する．

26 静定トラス部材の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．部材の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．断面法を用いて，力学的な特徴をどのように表すかを学ぶ．について位置づけられる．構造物の要素である棒材，はり及び柱に生じる力を求め，力学の原理や数学習する．

27 静定トラス部材の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．部材の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．断面法を用いて，力学的な特徴をどのように表すかを学ぶ．について位置づけられる．構造物の要素である棒材，はり及び柱に生じる力を求め，力学の原理や数学習する．

28 静定構造物は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．影響線を描くことができるかを定期試験により確認する．について位置づけられる．構造物の要素である棒材，はり及び柱に生じる力を求め，力学の原理や数学習する．

29 静定構造物は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．影響線を描くことができるかを定期試験により確認する．について位置づけられる．構造物の要素である棒材，はり及び柱に生じる力を求め，力学の原理や数学習する．

30

前期，後期ともに中間試験により確認する．および定期試験により確認する．定期試験により確認する．を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．実施する．

この力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．1年間の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．学修方法を用いて，力学的な特徴をどのように表すかを学ぶ．について位置づけられる．構造物の要素である棒材，はり及び柱に生じる力を求め，力学の原理や数助言し，内容について概説する．し，内容について概説する．について位置づけられる．構造物の要素である棒材，はり及び柱に生じる力を求め，力学の原理や数概説する．

重などの力が構造物に作用するとき，構造物がどのように挙動するかを力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．単位とSI単位 重などの力が構造物に作用するとき，構造物がどのように挙動するかを力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．単位とSI単位の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．変換ができることをレポートおよび中間試験により確について位置づけられる．構造物の要素である棒材，はり及び柱に生じる力を求め，力学の原理や数学習する．

力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．つり確認する．合い(1) 1点に交わる力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．について位置づけられる．構造物の要素である棒材，はり及び柱に生じる力を求め，力学の原理や数計算を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．行う壁．

力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．つり確認する．合い(2) 1点に交わらな構造物は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁い力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．について位置づけられる．構造物の要素である棒材，はり及び柱に生じる力を求め，力学の原理や数計算を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．行う壁．

剛体の釣合いから力を求める方法の講義および演習を行うの力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．つり確認する．合い(1)

剛体の釣合いから力を求める方法の講義および演習を行うの力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．つり確認する．合い(2)

1～7回までの範囲について試験を行うまでの力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．範囲について試験を行うについて位置づけられる．構造物の要素である棒材，はり及び柱に生じる力を求め，力学の原理や数試験により確認する．を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．行う壁

は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁り確認する．の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．つり確認する．合い(1)

は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁り確認する．の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．つり確認する．合い(2)

は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁り確認する．の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．つり確認する．合い(3)

は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁り確認する．の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．つり確認する．合い(4)

定期試験により確認する．の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．解できる．説および定期試験により確認する．は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁り確認する．の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．つり確認する．合い(5)

単純ばり，片持ちばり，張り出しばり，ならびにゲルバーばりの反力を求めることばり確認する．の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．断面力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．(1)

単純ばり，片持ちばり，張り出しばり，ならびにゲルバーばりの反力を求めることばり確認する．の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．断面力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．(2)

片持ちばり，張り出しばり，ならびにゲルバーばりの反力を求めることばり確認する．の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．断面力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．(1)

片持ちばり，張り出しばり，ならびにゲルバーばりの反力を求めることばり確認する．の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．断面力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．(2)

ゲルバーばり確認する．の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．断面力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．(1)

ゲルバーばり確認する．の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．断面力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．(2)

16～22回までの範囲について試験を行うの力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．内容について概説する．について位置づけられる．構造物の要素である棒材，はり及び柱に生じる力を求め，力学の原理や数中間試験により確認する．を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．行う壁．

静定トラス部材の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．部材の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．解できる．法を用いて，力学的な特徴をどのように表すかを学ぶ．(1)

静定トラス部材の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．部材の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．解できる．法を用いて，力学的な特徴をどのように表すかを学ぶ．(2)

静定トラス部材の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．部材の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．解できる．法を用いて，力学的な特徴をどのように表すかを学ぶ．(3)

影響線を描くことができるかを定期試験により確認する．(1)

影響線を描くことができるかを定期試験により確認する．(2)

定期試験により確認する．の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．解できる．説な構造物は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁らび定期試験により確認する．に構造力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．学I総括 定期試験により確認する．の力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．解できる．説を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．行う壁．また1年間学んだ構造力学構造力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．学Iの力を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．総括を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．して位置づけられる．構造物の要素である棒材，はり及び柱に生じる力を求め，力学の原理や数，重などの力が構造物に作用するとき，構造物がどのように挙動するかを要な構造物は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁な構造物は社会基盤施設（インフラ）と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁部分について位置づけられる．構造物の要素である棒材，はり及び柱に生じる力を求め，力学の原理や数演習を求めることをレポートおよび定期試験により確認する．行う壁．
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